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平成２５年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
7. 土木費 2. 河川維持管理事業

2. 道路橋梁費

6. 河川費 土木河川課

（佐倉市）　　

第２章
｢快適で、安全・安心なまちづくり｣　～自然環境の -

保全、安全に配慮した生活環境の確立～ 平成23年度 -

経常 単独 計画 5,280 0 基本施策５
防災体制が整備されたまちにします 平成24年度 -

平成25年度 -

施策３
災害に備えた体制を整備します 平成26年度 -

平成27年度 -

5,280 5,280

市が管理する準用河川５河川の草刈や雑木の伐採、軽度 ・大雨などによる浸水被害を防止するため、河川の流下 ・河川の流下能力を保持することで浸水被害を防止しま

の浚渫や補修などを行います。 能力を確保します。 す。

・市民の散策路となっている河川および周辺の美化に努めます。 ・良好な周辺環境を保持します。

・河川用地の散策路等としての利用を図ります。

環境に配慮しながら、計画的な浚渫により常に良 降雨に際し市街地の雨水排水を効率的に排水する

好な状態を保つ必要がある。 ため準用河川の浚渫等により流下能力を確保する必要がある。

11 9 9 0

13 3,971 4,671 △700

15 1,300 600 700

差引一般財源 5,280 5,280 0


